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(盤
啓啓啓暫啓7智曽章留魯曾雷誓分結」と碁ず蚕霞採

ツセ,7)=Σ地セ,7)ら・鴫
ブ=1

ツセ,7 ) =Σ地セ,7え・鴫
ブ=1

-方
、全体座標系 X,LZで の PQ,PR,PS軸 の単位ベク トルを

el,e2,e3とし、節点 Pで のX,LZ軸 回 りの回転角をそれぞれ θ
X,θY,θZとすると、回転角 θ PQ,θ PR,θ PSは以下となる。

θ′12=θ!|ケlθPPl=221ケ!l θパ=夕31ケ1               (5)
式(2)～(5)より、これを整理 して次式を得ることができる。

式(6)～(8)は、シェル要素の節点 Pの 全体座標系 X,LZ軸 ま
わりの回転角 θx,θY,θZと 節点 Pが 接続する面の節点変位
明G=1,4)を結びつける制約条件 となってお り、シェル要素の
節点Pの PQ,PR,PS軸 まわりの回転角とソリッド要素の節点
1,2,3,4で張られる面の節点Pの 位置での回転角が等 しいこと
を表している。

こうして、結合するシェル構造部品とソリッド構造部品の
境界面で、シェル要素の並進変位 と回転角を、ソリッド要素
の節点での変位ベク トルで表す制約条件式により、シェル構
造部品とソリッド構造部品を節点位置で回転角も含めて結合
することができる。これらの制約条件式は、部品間の結合す
る境界面上のすべての節点に対 して自動的に生成することが
できる。この制約条件式を用いたシェル‐ソリッド構造間の結
合の手法は、結合する境界面上の節点での変位(回転角も含め)
の連続性を保証 していることから、節点位置で変位の連続性
を有 し、要素間では変位の連続性を放棄 した非適合要素と類
似の性質を有する。

3.プログラム開発
この考えに基づきプログラムを開発 し、基本例題を用いて

検証を行 うことができた。

4。 Hおオ9りに

今後の計画として、より複雑で実用的な形状のモデル化を
し、メッシュに依存をせずに有限要素構造解析における結合
をすることと、ひとっのソリッド構造物に対 して複数のシェ
ル構造物の結合を可能にし、その実用化を図る予定である。
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